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写真の説明（主催事業「こどもの居場所フェスタ inいちはら」の様子）

ウエルシア薬局(株)から店舗内の遊休スペースを地域のために有効活用したいとの相談が市へ寄せられた。これを契機に、

市とウエルシア薬局(株)は公民連携による新たなまちづくりモデルの構築を目指し、連携協定を締結した。協定に基づき、

2021年 10月 1日に「ウエルシア・コミュニケーションセンターいちはら （ウエルコミ）」を開設した。

① こどもの居場所フェスタ inいちはら（毎年春頃）

② 小中学生を対象に市原ならではの学びを深める講座「日曜の学校」(年 3回程度)

③ 子育て世代のハンドメイド作家が集まり開催するマルシェ「Spring Marche」（年 2回程度）

※上記の他、千葉県立中央博物館と連携した出前イベントやソフトバンク(株)と連携したスマホ教室など様々な事業を定期的

に開催している。
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人と人、人と活動をつなぐ協働の輪

～行政・企業・NPOでつくる地域活動の入口「ウエルコミ」～ 

事業概要

ウエルコミは、ウエルシア市原国分寺台店内に設置された市民活動拠点であり、市、ウエルシア薬局(株)、(特非)いちはら市

民活動協議会が連携して運営している。ドラッグストア内にある特性を生かし、買い物で訪れる地域住民が気軽に立ち寄れ

る場として、活動場所の提供、相談支援、情報発信支援、団体間のマッチング、講座・イベントの開催等を実施している。

地域活動に関心のある市民だけでなく、これまで接点の少なかった住民にも参加のきっかけを広げ、多世代の交流や新たな

協働、地域課題の解決につながるネットワーク形成を推進している。

主な事業内容（年間スケジュール等）

協働・共創までの経緯

■協議体

ウエルシア・コミュニケーションセンターいちはら（ウエルコミ）

（協議体構成員は以下のとおり）

・市原市（市民生活部 地域連携推進課 地域連携推進室） 

・ウエルシア薬局株式会社

・特定非営利活動法人いちはら市民活動協議会  計３団体

■事業費 1,248万円

■資金調達手段 運営団体負担・現物提供、助成金

■協働・共創団体の種別



 

【行政】市原市 

（市民生活部 地域連携推進課 地域連携推進室）  

情報発信と関係機関との調整・連携を担う 

【企業】ウエルシア薬局(株) 

メーカーとの連携や企業の発想を生かし事業に協力 

【NPO】(特非)いちはら市民活動協議会 

市民活動団体への相談支援や連携促進を担う 

 

ウエルコミは、平均月間利用者数は開始当初の約 2倍 

となる 2,000人を超え、登録団体数も 380団体を超え 

るなど、市内の市民活動の中核拠点として定着している。 

団体同士や企業、行政との連携により新たな事業が継 

続的に創出されるほか、こどもの居場所づくりに取り組む 

団体も約 40団体まで拡大した。また、活動未経験者が 

地域活動の担い手として成長し、新たな取組を立ち上げ 

る事例も生まれるなど、市民活動の活性化と裾野の拡 

大に大きく貢献している。 

 

 

民間企業の遊休スペースを活用した地域交流拠点や、行政・企業・NPO の協働モデルを広く発信し、視察受入 

れなどを通じて地域課題解決の取組を市内外へ展開していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 【活動開始年】 2021年 10月 

 【活動の PR手法】 https://welcommu.net/（公式ウェブサイト）Instagram（welcommu_ichihara）、X（welcommu_i）、 

Facebook（welcommu_ichihara） 

  【表彰歴・マスコミ掲載歴等】 いちはらケーブルテレビ、千葉日報、地域新聞 など 

  【問い合わせ先】 担当者：伴 電話番号：0436-23-9998 

         メールアドレス：siminkatudou-support@city.ichihara.lg.jp 

協働・共創事業によって生まれた成果 

コラボのコツ!! 

今後力を入れていきたいこと 

★コツ１ それぞれの強みや資源を持ち寄る 

★コツ２ 継続的な対話の場を設ける 

★コツ３ 人と人をつなぐコーディネート 

機能を持つ 

コツに関するコメント 

ウエルコミでは、市・企業・NPO がそれぞれの強み

や資源を持ち寄り、役割を分担することで相乗効

果を生み出している。また、定期的な協議の場を

設け、対話を重ねながら目的や課題を共有する

ことで、信頼関係の構築と事業の発展につなげて

いる。さらに、コーディネーターが人や団体をつな

ぐ役割を担うことで、多様な主体の交流や連携が

促進され、新たな活動や協働事業の創出につな

がっている。これらの仕組みが、持続的な協働・

共創を支える重要なポイントとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働・共創事例プロフィール 

千葉県立中央博物館出前イベント 日曜の学校 高齢者向けヨガ体験イベント 

協働・共創団体内での役割分担 


